
☆ 今宿、今川町への特別養護老人ホームの新設：Ｈ２２度竣工で入所待ち者の解消 

☆ 今宿西地区への地域ケアプラザの竣工、笹野台地域ケアプラザ詳細設計費計上 

☆ 神奈川東部方面線整備事業の推進：用地取得や工事着手、環境影響調査の実施 

☆ 鴨居上飯田線（本宿町～さちが丘）整備、白根通り拡幅・歩道整備（中白根 2 丁目）

☆ 帷子川の護岸整備（川井本町）、中堀川不動橋の設計（白根 3 丁目） 

☆ 二俣川駅南口地区、鶴ヶ峰駅北口地区の街づくりを目指した拠点整備の促進 

☆ 二俣川駅周辺地区のバリアフリー推進、ズーラシアのアフリカサバンナゾーン整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒241-0821 旭区二俣川 1-5（事務所）  
TEL（FAX）・・・366-9381 メール･･･info@kogayu.net 

 ― 横浜市会議員（旭区選出） こがゆ康弘 市政報告 ― 

2010 年 4 月
Apr i l  

 横浜市・旭区のために

全力でがんばります！

討議資料

こがゆ 検索

 

【重点施策と市民生活に関係する主な項目】    
★保育所待機児童の解消（84.7 億円）･･･保育所整備、横浜保育室の運営費増、事業所内保育施設助成

★産科・小児医療、救急医療体制の充実（10.8 億円）･･･周産期救急体制強化、二次救急拠点病院事業 

★きめ細かな教育の推進（3.8 億円）･･･いじめ・不登校対応の専任教諭配置、スクールサポート事業拡充

★福祉施策の充実・強化･･･特別養護老人ホームの整備強化、障害者向け「将来のあんしん施策」取組 

★緊急経済対策（911 億円）･･･中小企業融資制度の拡大、雇用確保や市内中小企業向け事業費の確保

平成２２年度の横浜市予算は、林市長が就任して初めて編成される予算であり、林カラーである「現場目線で、ぬくもり
のある市政」を反映して、子育て支援の充実や救急医療体制の拡充などに力点が置かれています。一方で、市内経済の
低迷などにより、生活保護にかかる費用は 1000 億円を突破し、扶助費を含めたいわゆる義務的経費が歳出全体の 50％
を上回るなど、予算の硬直化が進んでいます。しかしながら、今年は、５月からの上海万博への出展、10 月には羽田空港
の再国際化、11 月には日本で 15 年ぶりとなるＡＰＥＣがここ横浜で開催されます。こうしたイベントを機に活力ある横浜市
づくりに継続的に取り組んでいくことが重要です。厳しい時代だからこそ、市民の安心・安全の確保を第一優先に、貴重な
税金が効率的に使われているか、チェックしていく必要があります。引き続き、ご意見をお寄せいただければと思います。 

一般会計歳入 一般会計歳出

特長：市税収入が 2 年連続の減収

特長：扶助費（福祉・子育て）が大幅増

2,066 億円 

地方特例交付金 

その他収入 

105 億円 

市債 
1,274 億円 

2,540 億円 

国・県支出金 

県税交付金 
551 億円 

83 億円 
地方譲与税 

115 億円 
地方交付税 

6,870 億円

市税

1 兆 3604 億円 

※（  ）内は市民 1 人あたり

福祉・保健・医療に

(9.6 万円）
3,526 億円

子育て・教育に

2,902 億円
（7.9 万円）

472 億円（1.3 万円）

横浜の魅力づくりや

経済の発展に 

地下鉄・バス・水道事業に 

（3.6 万円）1,310 億円

1 兆 3604 億円 
（37.0 万円） 

安全な街に 
410 億円 （1.1 万円） 

地球温暖化対策や水・緑の保全に

（3.3 万円）1,211 億円

ごみの処理や減量・
リサイクルに 

534 億円（1.5 万円）

道路・住宅・計画的な

街づくりに

（4.2 万円）
1,550 億円

行政の運営に

1,413 億円（3.8 万）

市民活動や区行政の運営に

276 億円 （0.8 万円） 



 

 

＜制度概要＞ 

 子ども手当  児童手当 

支給対象となる児童 中学校修了まで  小学校修了前まで 

支給対象者 支給対象となる児童の養育者  支給対象となる児童の養育者 

支給金額 児童 1 人につき月額１３，０００円  
１子・２子 月額５，０００円 

３子以降・３歳未満月額 10,000 円 

支給制限 所得制限 なし  所得制限 あり 

Ｈ22 年 6 月 4，5 月分  

Ｈ22 年 10 月 6～9 月分  支給月 

Ｈ23 年 2 月 10～1 月分  

年 3 回 

6 月、10 月、2 月に 

前 4 か月分を支給 

＜今後のスケジュール＞ 

・ 4 月中旬 ： 支給対象者となる方に制度案内や申請書等を同封したダイレクトメールが送付されます。 

・ 5 月下旬まで ： 申請書類を返信用封筒にて受付センターあてに郵送します。⇒6 月から支給されます。 

＜注意点＞ 

・ 現在、児童手当を受給されている方で子どもが全員小学生以下の場合は申請の必要がありません。（中学生の

兄弟・姉妹がいたり、これまで児童手当を受給していない場合は申請が必要です。） 

・ 6 月に手当を受給するためには、5 月下旬までに申請書を提出する必要があります。また、経過措置として、 4 月

1 日現在、支給要件に該当する方が、９月末までに申請すれば、4 月分にさかのぼって支給されます。 

＜お問い合わせ＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

子 育 てに関 する新 しい施 策 が 4 月 からスター
トしました。公 立 高 校 のみならず、私 立 高 校
生 にも年 約 12 万 ～24 万 円 の就 学 支 援 金 が
支 給 さ れ ます 。 これ によ り 、子 ども 手 当 と併
せて家 計 の負 担 は軽 減 されます。子 ども の
貧 困 の解 消 や所 得 格 差 による教 育 機 会 格
差 の軽 減 に今 後 とも取 り組 んでまいります。 

 
 
 
民 主 党 横 浜 市 会 議 員 団 では、毎 年 予 算 策 定 前 に次 年 度 予 算 に組 み込 んでほしい要 望 事 項 を、予 算
要 望 ・提 言 書 として市 長 宛 に提 出 しています。この要 望 が、今 回 の予 算 にどれだけ反 映 されたのか、
特 に旭 区 に関 する横 浜 市 の回 答 を下 表 に抜 き出 してみました。私 たちは、予 算 審 議 を通 して、区 民 の
暮 らしの中 で本 当 に必 要 としているもの要 望 し、表 面 に示 したように、１つひとつ実 現 してきています。 
しかし未 だ実 現 していないものもあります。引 き続 き区 民 の声 を実 現 できるよう力 を尽 くしてまいります。 

要 望 ・提 言 事 項  横 浜 市 回 答  

区 内 の大 規 模 団 地 （若 葉 台 ・ひかりが
丘 ・左 近 山 ）の高 齢 化 ・空 洞 化 対 策 を
講 じること。 

現 在 、ひかりが丘 団 地 において、高 齢 者 等 を見 守 るネッ
トワーク作 りを進 めています。今 後 、この取 組 を参 考 に、
各 地 区 の実 情 に応 じた対 策 を検 討 していきます。 

高 齢 者 ・障 害 者 が利 用 しや すいよ う、
相 鉄 希 望 ヶ丘 駅 にエレベーターを設 置
すること。 

エレベーターの設 置 については、相 模 鉄 道 ㈱に対 し、要
望 を伝 えます。 

鶴 ヶ 峰 ・二 俣 川 の 両 駅 を 地 域 活 動 主
体 型 の喫 煙 禁 止 地 区 に指 定 すること。

当 面 は東 神 奈 川 駅 などの既 指 定 地 区 における実 効 性
の確 保 ならびに制 度 の定 着 を図 ります。 

鶴 ヶ峰 第 2 踏 切 の立 体 交 差 化 を早 急
に実 現 すること。 

鶴 ヶ峰 駅 付 近 の相 鉄 線 横 断 部 については、踏 切 対 策
を踏 まえて整 備 時 期 ・手 法 を定 めていくこととしており、
現 在 整 備 時 期 は未 定 です。 

笹 野 台 ・白 根 ・二 俣 川 地 区 の地 域 ケア
プラザの早 期 整 備 を図 ること。 

笹 野 台 地 域 については設 計 継 続 予 算 を計 上 しました。
白 根 ・二 俣 川 は候 補 地 の選 定 等 引 き続 き検 討 します。 

 ― 横浜市会議員（旭区選出） こがゆ康弘 市政報告 ― 討議資料

昭和 42 年 横浜市鶴見区に生まれる 
平成 4 年 早稲田大学大学院修了 
平成 18 年 横浜市議旭区補選で初当選 
平成 19 年 横浜市議選挙で 2 期目の当選 
現在、経済観光・港湾委員会所属（副委員長） 

住所：旭区二俣川 1-5（事務所） 
電話（FAX）：045-366-9381 
メール：info@kogayu .net  

 小さなことでも 

気軽にご相談下さい！


